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平成２０年度の利用者の意見について対応を検討し改善を図る。

手段改善

コメント

コメント
平成18年の障害者自立支援法の施行により、市が実施すべき
在宅障害者に対する地域支援事業の一つとして市独自に開始
した事業であり、車の運転等、移動手段に不自由している重
度障害者の地域活動の支援策として、有効な事業であると考
えている。今後、利用率の向上を図っていきたい。

ＰＲに努めるとともに交付手段を検討し、利用率の向上を図
ること。

今後の方向性

今後の方向性
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平成18年度

継続

改革により予
想される成果

利用者の社会参加の促進が図れる。

平成20年度か
らの対応

利用促進についての、対象者への説明は年１度のタクシー券更新手続きや障害者手帳の交付の際積極的に説明し
交付しているが、今後のために利用者の意見を聞くことを努めている。

平成21年度以
降の対応

対象者に対し、申請により年１回タクシー利用券（小型タクシー初乗り料金　６７０円）を２４枚交付する。

一次評価

平成17年度

平成19年度

●評価指標

●事務事業の評価

事務事業名
所  管

手　段
（どのようなや
り方で）

事務事業の背
景・住民の意向

成　果
（どのような状
態にしたいか）

対　象
（誰・何を）

整理番号 22404- 020
健康福祉部　社会福祉課
タクシー券助成事業

政　策 2-2-4　障害者福祉の充実

●事務事業の位置付け
期　間
基本計画におけ
る位置付け

基本政策
根拠法令・要綱等 障害者自立支援法

関連
政策

交付者数１２８名×２４枚＝３，０７２枚　利用枚数１，０１１
枚

事務事業実績

在宅の重度心身障害者（身体障害者手帳１級・２級、療育手帳Ａ判定、精神障害者保健福祉手帳１級・２級）。
ただし、施設入所者及び自動車税減免者を除く。

●事務事業の実績・投入コスト

見直し改善の
経過

年度

2-2　　福祉の充実

●事務事業の内容

タクシーの利用が容易になることから、障害者の自立した地域生活や日常生活の社会参加を促進することができ
る。
在宅の重度心身障害者からの要望があり、他市町の助成状況を鑑み、平成１９年度からタクシー料金の一部を助
成することにより、日常生活の拡大と社会参加を援助し、在宅福祉の増進を図る。

在宅の重度心身障害者が、その有する能力及び適正に応じ、自立した地域生活や日常生活又は社会生活を営むこ
とができるよう、福祉環境の整備を図る。

目　的
（何のために）

観点別・一次評価（担当部署の評価）

二次評価（行政評価委員会の評価）

●改革プラン

二次評価 ☆☆

★★★

★★★
★★★観点別評価
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